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　　　　　　　　　　6．大都市における言語生活の実態
　　　　　　　　　　　　　　（1）調査の目的と概観
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言語行動研究部第二研究室長　江　川　　　清
1．研究目的
　　地域社会における言語生活の実態調査は，従来地方都市を対象として実施されてきた。しかし，
近年，大都市への人口集中によって大都市の全国に対するウエイトは著しく増大した。そこで，一
地域社会としての大都市における言語生活，および方言社会から方言をもってその大都市に来て生
活を始めた人々の言語生活の実態を知る必要性はますます高まった。この調査は，二大言語文化圏
　の中心である東京，大阪において，これらの実態を明らかにすることを目的とする。
2．調査時期・方法
　調査地域・時期　　東京都区内（昭和49年11月～12月実施），および大阪市内（昭和50
　　　　　　　　　　年2月実施）
　被調査者の選定　　住民登録名簿により、無作為二段抽出法によった。
　　調査　方　法　　郵送留置（言語生活調査票）に加えて，個別面接（面接調査票）を行った。
　　サンプル数　東京　1000（640回収＊）回収率　64．0％
　　　　　　　　　　大阪　500（359回収＊）　回収率　71．8％
　　　　　　　　　　　　＊面接調査票・言語生活調査票の両者とも回収した数
3．被調査者の属性
　　東京，大阪の被調査者の属性は表1，表2のとおりである。
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　　　　　　　表1．被調査者の属性（東京）
　　　　　　　　　　　全　　体　　　　　640　（100．0）
　　　　　　　　　　　　　男　　　　　　298　（　46．6）性
　　　　　　　　　　　　　女　　　　　　342　（　53．4）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15～19　　　　　　　　　　　63　　（　　　9．8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　0～24　　　　　　　　　　　　78　　（　　1　2．2　）
　　　　　　　　　　　　　　　　25～29　　　　　　　　109　（　17．0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30～3　4　　　　　　　　　　　　82　　（　　1　2．8　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　5～39　　　　　　　　　　　　69　　（　　10．8　）
年　　齢　　　　　　40～44　　　　　65　（　10．2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45～49　　　　　　　　　　　51　　（　　　8．0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50～54　　　　　　　　　　　40　　（　　　6．3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55～59　　　　　　　　　　32　　（　　　5．0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60～64　　　　　　　　　　26　　（　　　4．1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　5．～69　　　　　　　　　　　　　2　5　　（　　　　3．9　）
　　　　　　　　　　　　　低　　　　　　171　（　26．7）
学　　歴　　　　　　　　中　　　　　　288　（　45・0）
　　　　　　　　　　　　　高　　　　　　　181　（　28．3）
　　　　　　　　　　　東　　京　　　　　282　（　44．1）
　　　　　　　　　　　東　　部　　　　　222　（　34．7）5～15歳の
　　　　　　　　　　　西　　部　　　　　　96　（　15．0）主な居住地
　　　　　　　　　　　九　　州　　　　　　28　（　　4．4）
　　　　　　　　　　　その他　　　　　　12　（　1．9）
　　　　　　　　　　　給与生活　　　　　249　（　38．9）
　　　　　　　　　　　商工主　　　　　79　（　12．3）
　　　　　　　　　　　主　　婦　　　　　137　（　21．4）職業　　　　　　　　　　　学　　生　　　　　　74　（　11．6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　8　6　　（　　1　3．4　）
　　　　　　　　　　　そ　の他　　　　　　15　（　2．3）
　　　　　　　　　　　一　　世　　　　　358　（　55．9）
　　　　　　　　　　　二　　世　　　　　136　（　21．3）世代　　　　　　　　　　　三　　世　　　　　　55　（　　8．6）
　　　　　　　　　　　四　　世以上　　　　91　（　14．2）
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　　　　　　　表2．被調査者の属性（大阪）
　　　　　　　　　　　全　　体　　　　　359　（100．0）
　　　　　　　　　　　　　男　　　　　　　194　（　54．0）性
　　　　　　　　　　　　　女　　　　　　　165　（　46．0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15～1　9　　　　　　　　　　　　42　　（　　1　1．7　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20～24　　　　　　　　　　　37　　（　　10．3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25～29　　　　　　　　　　　　46　　（　　12．8　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30～34　　　　　　　　　　　42　　（　　11．7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35～39　　　　　　　　　　　　39　　（　　1　0．9）
年　　齢　　　　　　　40～44　　　　　　46　（　12．8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45～49　　　　　　　　　　　　3　1　　（　　　8．6）
　　　　　　　　　　　　　　　　50～54　　　　　　　　　28　（　　7．8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55～59　　　　　　　　　　　　1　3　　（　　　3．6　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60～6　4　　　　　　　　　　　　23　　（　　　6．4　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 65～69　　　　　　　　　　　12　　（　　　3．3　）
　　　　　　　　　　　　　低　　　　　　151　（　42．1）
学　　歴　　　　　　　　中　　　　　　　159　（　44．3）
　　　　　　　　　　　　　高　　　　　　　　49　（　13．6）
　　　　　　　　　　　大　　阪　　　　　190　（　52．9）
　　　　　　　　　　　　東　　部　　　　　　　　8　（　　2．2）5～15歳の
　　　　　　　　　　　西　　部　　　　　124　（　34．5）主な居住地
　　　　　　　　　　　九　　州　　　　　　　31　（　　8．6）
　　　　　　　　　　　その他　　　　　　6　（　L7）
　　　　　　　　　　　給与生活　　　　　138　（　38．4）
　　　　　　　　　　　商工主　　　　　　55　（　15．3）
　　　　　　　　　　　主　　婦　　　　　　77　（　21．5）職業　　　　　　　　　　　学　　生　　　　　　39　（　10．9）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無　　　　　職　　　　　　　　　　　　　4　3　　（　　12．0）
　　　　　　　　　　　　そ　の　他　　　　　　　　7　（　　2．0）
　　　　　　　　　　　一　　世　　　　　169　（　47．1）
　　　　　　　　　　　二　　世　　　　　　93　（　25．9）世代　　　　　　　　　　　　三　　世　　　　　　　29　（　　8．　1）
　　　　　　　　　　　四　　世以上　　　　68　（　18．9）
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